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■特集
「多様な森林整備の推進」

計画課
「平成21年度国有林モニター会議を開催」

企画調整室

■美しい森
も

林
り

づくり
「遊々の森における体験学習と
森づくりの集いについて～未来へつなぐ森～」

由利森林管理署
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特集コーナー

村
山
（
山
形
県
）
の
四
森
林
計
画
区
に

お
け
る
多
様
な
森
林
整
備
の
推
進
に
つ

い
て
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一
　
三
八
上
北
森
林
計
画
区

青
森
県
の
東
部
に
位
置
し
、
ス
ギ
を

主
体
と
す
る
人
工
林
や
、
ヒ
バ
や
ブ
ナ

な
ど
の
天
然
林
か
ら
な
っ
て
お
り
、
地

域
の
木
材
産
業
の
振
興
に
寄
与
し
て
い

る
ほ
か
、
計
画
区
の
西
部
に
広
が
る
八

甲
田
山
周
辺
は
登
山
な
ど
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
多
く
の
方
々

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貴
重

な
自
然
環
境
が
残
る
奥
入
瀬
渓
流
周
辺

は
、
そ
の
美
し
い
森
林
景
観
を
目
的
に

全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お

り
、
森
林
景
観
を
よ
り
親
し
み
や
す
い

も
の
と
す
る
た
め
国
道
バ
イ
パ
ス
周
辺

の
人
工
林
を
対
象
に
間
伐
等
の
実
施
に

よ
る
針
広
混
交
林
化
を
推
進
し
ま
す
。

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
当
局
で
は
、
森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
の
発
揮
に
向
け
多
様
な
森
林
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
水
源
の
か
ん
養
や
山

地
災
害
の
防
止
等
公
益
的
機
能
の
維
持

増
進
を
図
る
た
め
、
百
年
程
度
の
長
い

周
期
で
伐
採
・
植
林
を
繰
り
返
す
長
伐

期
施
業
や
、
樹
種
、
樹
齢
、
樹
高
等
が

異
な
る
樹
木
で
構
成
さ
れ
る
森
林
を
造

成
す
る
育
成
複
層
林
施
業
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
と
し
て
、
間
伐
を
主
体
と
し
た

積
極
的
な
森
林
整
備
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
野
生
動
物
の

生
息
に
配
慮
し
た
広
葉
樹
と
針
葉
樹
の

混
交
林
化
や
イ
ヌ
ワ
シ
等
の
採
餌
環
境

を
確
保
す
る
た
め
列
状
間
伐
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
来
年
度
か
ら
新
し
い
森

林
計
画
の
下
で
管
理
経
営
し
て
い
く
三

八
上
北
（
青
森
県
）、
大
槌
・
気
仙
川

（
岩
手
県
）、
雄
物
川
（
秋
田
県
）
最
上

東
北
森
林
管
理
局
管
内(

福
島
県
を

除
く
東
北
五
県
）
の
土
地
面
積
に
占
め

る
森
林
面
積
の
割
合
は
七
十
一
％
（
全

国
平
均
六
十
六
％
）
で
、
そ
の
内
訳
は

民
有
林
二
百
九
万
七
千
ha
、
国
有
林
百

六
十
五
万
ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。

管
内
の
国
有
林
に
は
、
白
神
山
地
及

び
八
甲
田
山
系
か
ら
蔵
王
山
系
に
至
る

奥
羽
山
脈
沿
い
や
月
山
か
ら
朝
日
、
飯

豊
連
峰
に
か
け
て
、
さ
ら
に
は
森
吉
山
、

鳥
海
山
、
北
上
山
地
周
辺
に
ブ
ナ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
な
ど
冷
温
帯
の
自
然
植
生
を
代

表
す
る
天
然
広
葉
樹
林
が
分
布
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
日
本
三
大
美
林
に
数
え
ら
れ

る
青
森
ヒ
バ
林
が
津
軽
、
下
北
半
島
を

中
心
に
、
天
然
秋
田
ス
ギ
林
が
秋
田
県

北
部
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
分
布
し
て
い

ま
す
。

近
年
、
森
林
に
対
す
る
国
民
の
期
待

や
要
請
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
生
物

多
様
性
の
保
全
、
森
林
環
境
教
育
や
文

化
の
継
承
へ
の
貢
献
等
さ
ら
に
多
様
化

特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

計
　
画
　
課

多
様
な
森
林
整
備
の
推
進

二
　
大
槌
・
気
仙
川
森
林
計
画
区

岩
手
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
ア
カ

マ
ツ
や
ス
ギ
を
主
と
す
る
人
工
林
や
、

ナ
ラ
や
ブ
ナ
を
主
と
す
る
天
然
林
か
ら

な
っ
て
お
り
、
五
葉
山
周
辺
の
山
岳
林

を
「
五
葉
山
植
物
群
落
保
護
林
」
に
指

定
す
る
な
ど
貴
重
な
植
物
等
の
保
護
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。
当
計
画
区
は
、

多
く
の
貴
重
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育

地
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
希
少
猛
禽

類
で
あ
る
イ
ヌ
ワ
シ
の
全
国
有
数
の
生

息
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林
整
備
の

際
に
は
、
針
広
混
交
林
化
の
推
進
や
採

餌
環
境
の
整
備
な
ど
生
息
環
境
に
配
慮

し
た
施
業
方
法
を
取
り
入
れ
、
生
物
多

様
性
の
保
存
に
努
め
ま
す
。

奥入瀬渓流周辺の針広混交林化

森林を飛翔するイヌワシ
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三
　
雄
物
川
森
林
計
画
区

秋
田
県
の
南
部
に
位
置
し
、
ス
ギ
、

カ
ラ
マ
ツ
を
主
と
す
る
豊
か
な
人
工
林

資
源
を
有
し
て
い
る
ほ
か
、
ブ
ナ
を
主

体
と
す
る
天
然
林
が
広
が
り
、
特
に
奥

羽
山
脈
一
帯
は
優
れ
た
自
然
環
境
を
有

し
て
ま
す
。
当
計
画
区
特
有
の
森
林
生

態
系
や
、
地
域
を
代
表
す
る
天
然
ス
ギ
、

北
限
の
ユ
キ
ツ
バ
キ
な
ど
貴
重
な
植
物

を
保
護
す
る
た
め
の
保
護
林
を
数
多
く

設
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
目

的
に
応
じ
て
適
切
な
保
護
管
理
に
努
め

ま
す
。

栗駒山・栃ヶ森周辺森林生態系保護地域

遊々の森「妙見塾内林自然の森」

四
　
最
上
村
山
森
林
計
画
区

山
形
県
の
中
央
部
か
ら
北
東
部
に
位

置
し
、
ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
を
主
と
す
る

人
工
林
や
ブ
ナ
を
主
体
と
す
る
天
然
林

が
広
が
り
、
特
に
朝
日
山
地
一
帯
は
優

れ
た
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
「
朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」

を
設
定
し
原
生
的
な
自
然
環
境
を
維

持
・
保
全
し
ま
す
。
ま
た
、
当
計
画
区

は
、
学
校
、
地
方
公
共
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
と
森
林
管
理
署
と
が
協
定
を
結
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
や
学
習
活
動
を
行
う
フ

ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
「
遊
々
の
森
」

を
五
箇
所
設
定
し
て
お
り
、
必
要
な
助

言
や
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
森
林
環
境

教
育
を
積
極
的
に
支
援
・
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

企
画
調
整
室

平
成
二
十
一
年
度
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
国
民
の
意

見
を
反
映
し
た
国
民
の
た
め
の
森
林
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
国
有
林
モ
ニ
タ

ー
制
度
を
設
け
、
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
福
島
県
を
除
く
東
北
五

県
に
在
住
の
四
十
八
名
の
方
に
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
東

北
森
林
管
理
局
が
行
う
施
策
に
つ
い

て
、
現
地
見
学
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

を
通
じ
、
ご
意
見
等
を
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
の
一
環
と
し
て
、
三

月
五
日
（
金
）、
東
北
森
林
管
理
局
に

お
い
て
、
二
十
名
の
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様

に
ご
出
席
を
頂
き
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
東
北
森
林
管
理
局
か
ら

今
年
度
の
取
組
を
説
明
を
し
た
後
、
意

見
交
換
に
移
り
、
東
北
森
林
管
理
局
の

取
組
に
つ
い
て
は
、

・
山
形
県
で
は
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
多

い
、
ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か

・
自
然
公
園
の
管
理
に
関
し
て
は
、
環

境
省
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る

・
森
林
環
境
教
育
は
小
学
校
以
外
に
も

広
く
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

・
間
伐
材
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
を
し
て
い
る
会
社
が
あ
り
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
木
材
の
販
売
は
考
え
て
い
る

の
か

な
ど
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
東
北
森
林
管
理
局
か
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特集コーナー
ら
は
、

・
ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て
は
、
山
形
県
と

の
協
同
で
合
成
フ
ェ
ロ
モ
ン
（
誘
引
剤
）

を
用
い
た
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の

大
量
捕
殺
手
法
の
確
立
に
取
り
組
ん
で

い
る

・
環
境
省
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
環

境
省
と
は
同
じ
方
向
を
向
い
て
連
携
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い

・
森
林
環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
親
子

森
林
教
室
や
今
年
八
月
に
開
催
す
る
子

ど
も
サ
ミ
ッ
ト
の
取
組
な
ど
、
様
々
な

場
を
使
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
は
、
木

材
と
し
て
利
用
で
き
な
い
根
元
部
分
や

先
端
部
分
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
積
極

的
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

・
集
成
材
ラ
ミ
ナ
の
生
産
と
は
何
か

・
治
山
事
業
の
セ
ル
ダ
ム
と
は
ど
の
よ

う
な
ダ
ム
な
の
か

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
活
動
に
つ
い
て
は
、

・
来
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
早
い
時

期
に
局
の
取
組
を
説
明
し
た
方
が
理
解

し
や
す
い
の
で
は
な
い
か

・
現
地
見
学
会
で
森
林
に
対
す
る
興
味

が
高
ま
り
、
今
後
も
森
林
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い

・
森
林
の
多
面
的
機
能
に
つ
い
て
は
、

一
般
の
人
は
ま
だ
ま
だ
理
解
し
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
、
も
っ
と
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
も
ら
い
た
い

・
東
北
森
林
管
理
局
の
安
心
・
安
全
の

確
保
に
向
け
た
取
組
が
わ
か
り
良
い
経

験
に
な
っ
た

な
ど
の
ご
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
皆
様
の
貴

重
な
ご
意
見
を

業
務
に
反
映
し

て
い
け
る
よ
う

検
討
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

国
有
林
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ま

一
年
間
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
東
北
森
林
管
理
局
の
取

組
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ

ま
す
。

○
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
概
要

今
年
度
十
月
に
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

（
東
北
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
）

東
北
森
林
管
理
局
が
行
う
様
々
な
取

組
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
お

り
、
そ
の
充
実
を
図
る
た
め
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
項

目
の
中
で
、
今
年
度
四
月
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
以
前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
比

べ
て
「
全
体
的
に
良
く
な
っ
た
」
三
十

二
％
、「
情
報
が
し
っ
か
り
と
整
理
さ

れ
て
い
る
」
三
十
二
％
、「
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
画
面
が
見
や
す
く
な
っ
た
」
三

十
二
％
な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
良
く

な
っ
た
と
い
う
意
見
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、「
森
林
再
生
に
向
け

た
具
体
的
な
事
例
を
掲
載
」
な
ど
の
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
歩
道
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
）

今
後
の
歩
道
管
理
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ブ
ナ
を
危
険
木
と
し
て
処
理
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、「
ブ
ナ
を
危
険
木

と
し
て
適
正
に
処
理
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
関
係
団
体
、
地
域
住
民
の
意
見

も
踏
ま
え
た
方
が
よ
い
」
五
十
八
％
、

「
安
全
確
保
を
最
優
先
に
危
険
木
と
し

て
処
理
し
た
方
が
よ
い
」
二
十
％
と
の

意
見
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
委
員
の
公
募
の
運
用
に
つ
い
て
）

今
年
度
、「
森
林
計
画
の
策
定
等
に

関
す
る
検
討
会
」
の
委
員
を
一
般
か
ら

募
集
し
、
そ
の
運
用
に
つ
い
て
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
募
委
員
に

期
待
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
有

識
者
の
委
員
と
異
な
る
、
国
民
視
点
か

ら
考
え
た
意
見
の
発
言
」
七
十
八
％
、

「
国
民
視
点
か
ら
み
た
新
た
な
取
り
組

み
の
提
案
」
六
十
四
％
、「
一
般
の
方

か
ら
も
理
解
し
や
す
い
計
画
づ
く
り
六

十
％
な
ど
が
多
く
、
国
民
視
点
で
の
計

画
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
、
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
や
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
業

務
の
改
善
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

その他 7％（3） 

27％（12） 

38％（17） 

60％（2727） 

64％（29） 

78％（35） 

7％（3） 

27％（12） 

38％（17） 

60％（27） 

64％（29） 

78％（35） 

一般の人にはわかりづらい言い回しや 
専門用語についての指摘 

今まで前例踏襲（慣例的）だった部分の指摘 

一般の方からも理解しやすい計画づくり 

国民視点からみた新たな取り組みの提案 

有識者の委員とは異なる、国民視点から 
考えた意見の発言 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％ 

公募委員に期待されること
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遊々の森における体験学習と
森林づくりの集いについて

～未来へつなぐ森～
由利森林管理署

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
二
日
（
木
）

当
署
水
林
国
有
林
内
の
「
出
会
い
・
ふ

れ
あ
い
の
森
」
に
お
い
て
由
利
本
荘
市

立
鶴
舞
小
学
校
の
五
年
生
八
十
五
名
を

対
象
に
遊
々
の
森
を
活
用
し
た
森
林
再

生
植
樹
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
会
は
、
平
成
十
七
年
十
一

月
一
日
に
由
利
本
荘
市
教
育
委
員
会
と

当
署
と
の
間
で
、
遊
々
の
森
「
未
来
へ

つ
な
ぐ
森
」
の
協
定
を
交
わ
し
た
事
を

契
機
に
、
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
小
学
生
が
自
然
に
触
れ
親
し
み
な

が
ら
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
森
」
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
当
署
と
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
連
携
し
な
が
ら
今
日
ま
で
継
続
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
会
場
と
な
っ
た
水
林
国
有
林

を
は
じ
め
と
す
る
由
利
沿
岸
一
帯
の
松

林
は
、
十
年
ほ
ど
前
か
ら
松
く
い
虫
被

害
の
拡
大
に
よ
っ
て
衰
退
し
た
た
め
、

森
林
の
再
生
が
国
有
林
及
び
地
域
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
署
長
及
び
校
長
先
生
か
ら

の
挨
拶
に
続
き
、
署
の
担
当
者
か
ら
植

樹
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
各
人
二
人
一
組
と
な
っ
て
ミ
ズ

ナ
ラ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
合
計
三
百
本
の
植

樹
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、
職

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
の
参
加

者
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
少
し
重

た
い
ス
コ
ッ
プ
に
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
苗
木
を
一
本

一
本
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

植
樹
終
了
後
に
は
、
記
念
標
柱
の
設

置
や
記
念
撮
影
を
行
い
、
署
長
か
ら
生

徒
代
表
へ
記
念
品
の
本
（
表
題
「
森
林

と
わ
た
し
た
ち
」）
を
贈
呈
し
、
生
徒

代
表
に
よ
る
「
お
礼
の
言
葉
」
で
は
、

「
今
日
私
た
ち
が
植
え
た
苗
木
が
二
十

年
、
三
十
年
後
大
木
と
な
っ
て
、
地
球

の
環
境
が
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ
た
ら
こ
の
木

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見
に
来
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
体
験
の
場

を
作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」
と
の
感
想
を
頂
き
ま
し

た
。帰

り
に
は
、
職
員
の
指
導
で
万
華
鏡

の
中
に
近
く
の
草
花
な
ど
を
入
れ
て
観

察
す
る
遊
び
を
教
え
た
と
こ
ろ
、
生
徒

達
は
見
え
る
模
様
に
驚
い
た
り
、
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
二
十
九
日
（
木
）
に
は

悪戦苦闘しながらも丁寧に植えました

生徒代表による「お礼の言葉」

次代を担う子供たちによる
「未来へつなぐ森」づくり

「
森
林
づ
く
り
の
集
い
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
市
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

で
企
画
・
開
催
し
た
も
の
で
、
市
立
石

沢
小
学
校
五
年
生
や
市
内
の
福
祉
施
設

等
の
団
体
、
一
般
公
募
に
よ
る
地
域
住

民
の
方
々
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
当
署
職
員
の
指
導
の
下
、

〇
・
二
ha
の
国
有
林
に
ケ
ヤ
キ
の
苗
木

な
ど
六
百
本
を
植
樹
し
、
最
後
に
足
で

し
っ
か
り
土
を
踏
み
し
め
て
苗
木
が
動

か
な
い
の
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

当
署
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
の
体
験
学
習
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
、
次
代
を
担
う
子
供

達
に
、
森
林
と
人
間
と
の
関
係
を
少
し

で
も
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
た
、

多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
森
林
づ
く
り

の
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
後

と
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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コラム【森のお話】

一
月
号
、
二
月
号
の
本
コ
ラ
ム
で
は
、

当
場
が
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
、
ヒ
バ
の
樹
下
植
栽
試
験
地
や
ジ

ベ
レ
リ
ン
ペ
ー
ス
ト
に
よ
る
着
花
促
進
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
、
ヒ
バ
の
育

種
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ヒ
バ
の
造
林
面
積
は
、
昭
和
の
時
代
に

は
そ
れ
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
に
な
っ
て
か
ら
急
激
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
青
森
県
で
は
、
平
成
十
年
度

以
降
は
、
樹
下
植
栽
も
含
め
た
造
林
面
積

が
毎
年
二
百
ha
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
っ
て
苗
木
の
需
要
も
急
増
し
、

こ
こ
数
年
は
毎
年
三
十
五
万
本
程
度
の
需

要
が
あ
り
ま
す
。

苗
木
生
産
は
、
従
来
山
引
き
苗
や
山
取

り
種
子
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
毎
年
良
い
品
質

の
苗
木
を
大
量
に
生
産
す
る
の
は
困
難
で

す
。
ま
た
、
山
取
り
苗
に
よ
る
苗
畑
で
の

漏
脂
病
感
染
の
問
題
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
採
種
園
に
よ
る
効
率
的

な
優
良
種
苗
の
供
給
が
早
急
に
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
は
、

図
―
１
に
示
し
た
よ
う
な
事
業
の
流
れ
を
、

個
々
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
効
率
的
に

整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
東
北
育
種
場
で
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
①
採
種
園
の
構
成
木
と

な
る
精
英
樹
の
追
加
選
抜
、
②
精
英
樹
の

確
保
と
採
種
園
造
成
の
た
め
の
増
殖
技
術

の
開
発
、
③
着
花
促
進
技
術
の
開
発
等
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

【森のお話】 

ヒ
バ
の
育
種
へ
の
取
り
組
み

〜
優
良
種
苗
の
早
期
供
給
の
た
め
に
〜

森
林
総
合
研
究
所
　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
　
東
北
育
種
場

星
　
　
比
呂
志

精
英
樹
の
追
加
選
抜
は
、
東
北
森
林
管

理
局
、
青
森
県
と
連
携
・
協
力
し
て
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
行
い
ま
し
た
。
津
軽
・

青
森
・
下
北
の
三
地
域
向
け
に
そ
れ
ぞ
れ

採
種
園
を
造
成
す
る
た
め
、
こ
れ
に
十
分

な
数
の
精
英
樹
を
選
抜
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
選
抜
の
基
準
は
、
成
長
に
お
い
て

は
周
囲
の
個
体
よ
り
も
格
段
に
優
れ
て
お

り
、
幹
曲
が
り
・
ね
じ
れ
が
無
い
か
ほ
と

ん
ど
無
く
、
漏
脂
病
な
ど
の
被
害
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

可
能
な
限
り
短
期
間
に
と
い
う
こ
と
で
、

三
年
間
で
六
十
五
本
の
精
英
樹
を
追
加
選

抜
し
ま
し
た
（
写
真
―
１
）。
内
訳
は
、
津

軽
地
域
二
十
八
本
、
青
森
・
三
八
上
北
地

域
二
十
五
本
、
下
北
地
域
十
二
本
で
、
す

で
に
選
抜
さ
れ
て
い
た
精
英
樹
と
あ
わ
せ

て
、
各
地
域
三
十
本
前
後
と
な
り
、
採
種

園
構
成
本
数
を
満
た
す
数
と
な
り
ま
し
た
。

選
抜
の
翌
年
か
ら
並
行
し
て
保
存
の
た

め
の
さ
し
木
増
殖
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

採
穂
時
期
等
の
問
題
に
よ
り
予
想
以
上
に

発
根
率
が
低
か
っ
た
の
で
、
春
や
夏
に
採

穂
し
て
も
接
ぎ
木
が
可
能
な
方
法
を
工
夫

し
て
増
殖
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
―
２
）。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
ほ
ぼ
す
べ
て
の
精
英

樹
を
さ
し
木
ま
た
は
接
ぎ
木
苗
木
で
確
保

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
確
実
な
種
子
生
産
の
た
め
に
は

着
花
促
進
技
術
の
改
良
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
青
森
県
等
と
連
携
し
て
、
ジ
ベ

レ
リ
ン
ペ
ー
ス
ト
に
よ
る
着
花
促
進
技
術

の
開
発
を
行
い
ま
し
た
（
二
月
号
で
紹
介
）。

ま
た
、
公
共
事
業
等
に
お
け
る
複
層
林

の
樹
下
植
栽
用
の
苗
木
の
需
要
も
急
増

（
青
森
県
で
は
年
間
約
二
十
万
本
。）
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
複
層
林
施
業
等
に
適
し

た
品
種
の
選
抜
手
法
の
開
発
に
つ
い
て
も
、

大
学
、
民
間
企
業
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
一
月
号
で
紹
介
）。

以
上
の
取
り
組
み
と
関
係
機
関
が
進
め

て
い
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
効
率
的
な
優

良
種
苗
の
供
給
の
た
め
の
材
料
と
技
術
は

整
い
つ
つ
あ
り
、
今
年
度
、
は
じ
め
て
青

森
県
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
採
種
園
か
ら
、
少
量

で
す
が
種
子
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
引
き
続
き
各
機
関
と
連
携
し
、
課
題

を
克
服
し
な
が
ら
、
効
率
的
な
優
良
種
苗

の
供
給
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真－1 精英樹エ青森122号
樹高29m、胸高直径58cm

図－1 優良種苗供給のための事業の流れと解決すべき
課題

写真－2 ミスト（噴霧灌水）温室
を利用したつぎ木
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各地からの便り

岩
手
南
部
森
林
管
理
署

新
庁
舎
完
成

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日

（
金
）、
岩
手
南
部
森
林
管
理
署
新
庁
舎

の
披
露
式
を
地
元
関
係
者
外
四
十
名
の

出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

当
署
は
明
治
十
九
年
「
岩
手
大
林
区

署
水
沢
派
出
所
」
と
し
て
開
設
さ
れ
て

以
来
幾
多
の
変
遷
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

旧
庁
舎
は
昭
和
三
十
五
年
に
建
造
さ

れ
た
も
の
で
、
長
年
当
地
域
の
国
有
林

の
管
理
経
営
の
重
要
拠
点
と
し
て
そ
の

重
責
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
木
造
一
部
二
階
建
で
延
床

面
積
は
四
百
九
十
八
・
四
㎡
、
一
階
は

事
務
室
、
署
長
室
、
二
階
は
会
議
室
、

書
庫
等
と
な
っ
て
お
り
、
設
計
に
当
た

っ
て
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
推
進

法
」
に
基
づ
く
省
エ
ネ
設
計
と
し
、
デ

ザ
イ
ン
は
耐
震
強
度
を
優
先
し
、
重
厚

な
な
か
に
、
ピ
ロ
テ
ィ
（
一
階
部
分
の
、

柱
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
空
間
）
や
パ
ー

ゴ
ラ
風
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
、
軽

快
感
や
安
ら
ぎ
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

使
用
木
材
は
全
て
国
産
間
伐
材
、
合

法
性
、
持
続
可
能
性
が
証
明
さ
れ
た
も

の
を
使
用
し
て
お
り
、
土
台
は
青
森
ヒ

バ
、
柱
は
ス
ギ
、
青
森
ヒ
バ
、
梁
に
は

カ
ラ
マ
ツ
大
断
面
構
造
集
成
材
、
そ
の

他
の
構
造
材
及
び
化
粧
材
用
に
ス
ギ
、

青
森
ヒ
バ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク
リ
、
ナ
ラ
、

タ
モ
を
使
用
す
る
な
ど
、
木
の
ぬ
く
も

り
を
ふ
ん
だ
ん
に
感
じ
さ
せ
て
い
ま

す
。ま

た
署
長
室
に
は
、
低
炭
素
化
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
た
め
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

木の温もりをふんだんに感じさせる新庁舎

米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署

森
林
ガ
イ
ド
事
業
「
森
吉

山
樹
氷
観
賞
と
温
泉
浴
」

二
月
四
日
（
木
）
、
北
秋
田
市
の

「
森
吉
山
樹
氷
平
」
に
お
い
て
、
森
林

ガ
イ
ド
事
業
「
森
吉
山
樹
氷
鑑
賞
と
温

泉
浴
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
県
内
各
地
か
ら
応
募
し
た
九

名
の
参
加
が
あ
り
、
開
会
式
の
後
、
阿

仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
り
、
雪

に
覆
わ
れ
た
冬
の
ブ
ナ
林
を
眼
下
に
見

な
が
ら
約
二
十
分
で
山
頂
駅
へ
到
着
し

ま
し
た
。

最
初
に
樹
氷
総
合
案
内
所
で
、
当
支

署
職
員
の
樹
氷
に
関
す
る
説
明
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
過
冷
却
水
の
実

験
の
体
験
な
ど
に
よ
り
樹
氷
の
で
き
方

を
勉
強
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
悪
天
候
の
中
で
し
た
が
全

参
加
者
が
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
き
、
五

分
程
度
歩
い
て
「
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ

の
樹
氷
群
」
が
広
が
る
標
高
約
千
二
百

ｍ
の
樹
氷
平
に
到
着
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
樹
氷
群
の
頂
上
よ
り
下
り
な
が
ら

樹
氷
平
を
散
策
し
ま
し
た
が
、
当
日
は

新
雪
が
四
十
㎝
以
上
積
も
っ
て
い
る
う

え
に
初
め
て
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
た

参
加
者
も
多
く
、
歩
行
に
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
も
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
と
間
近
に

見
る
樹
氷
を
楽
し
み
、
全
員
無
事
に
下

山
し
ま
し
た
。

樹
氷
鑑
賞
は
、
悪
天
候
の
中
の
実
施

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
森
吉
山
の
も
う

一
つ
の
見
所
で
あ
る
「
三
百
六
十
度
の

大
パ
ノ
ラ
マ
」
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、「
是
非
、「
樹

氷
ま
つ
り
」
が
終
わ
る
三
月
十
四
日
ま

で
に
も
う
一
度
足
を
運
ん
で
「
す
ば
ら

し
い
景
色
」
を
見
て
欲
し
い
」
と
お
願

い
し
ま
し
た
。

レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
で

昼
食
を
と

っ
た
後
、

ク
ウ
ィ
ン

ス
森
吉
温

泉
に
移
動

し
、
参
加

者
全
員
が

温
泉
で
冷

披
露
式
に
出
席
し
た
局
長
か
ら
は

「
新
庁
舎
は
、
機
能
的
で
快
適
な
デ
ザ

イ
ン
が
採
用
さ
れ
、
来
訪
者
の
方
々
に

も
心
地
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
。

我
々
職
員
一
同
、
新
庁
舎
の
完
成
を
機

に
一
層
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、
能
率

的
な
業
務
運
営
に
努
め
、
多
様
で
健
全

な
森
林
の
整
備
と
林
業
・
木
材
産
業
の

再
生
に
専
念
し
て
参
る
考
え
で
あ
る
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

悪天候の中職員の説明を受ける参加者



え
た
体
を
温
め
て
か
ら
家
路
に
つ
き
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
ん
な
雪
の
中

を
初
め
て
歩
い
た
」、「
初
め
て
本
物
の

樹
氷
を
見
れ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
、
支
署
と
し
て
は
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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～森の仲間の裏話　12～ 

へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ 

朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター所長　 
　　　　　　　　　　青山　一郎 

　日本最大級の猛禽、イヌワシは厳冬期に４日間隔で２卵を産みます。
鳥は普通卵を産み貯めてから抱卵を開始しますが、イヌワシの場合は氷
点下に卵をさらすわけにはいかず、初卵を産卵した直後から卵を暖める
ため、約一月半後の孵化は当然ながら数日ずれ、２羽の雛の大きさには
最初から差があります。 
　真白い雛は、首も据わっていないのに、つつく、追い回すの兄弟喧嘩
の末、大抵２週間ほどで一羽になってしまいます。兄弟殺し（カイニズ
ム）といわれる行動ですが、直接致命傷を与えるというよりは、巣の縁
に追いやられて保温されないなど、喧嘩によるアクシデントが主な死因
のようです。 
　ふ化後一月を過ぎ、体つきもガッシリするまで生存すれば、激しい喧
嘩も収まり２羽が巣立つこともありますが、日本では稀です。 
  ３月、雪山の岩棚で白いヒナが誕生する頃です。仲良く皆巣立って欲
しいとも思いますが、厳しい餌事情を乗り切る苦渋の選択であれば、せ
めて残った若鳥は無事に生き延びて欲しいものです。 

イヌワシの 
兄弟殺し 
イヌワシの 
兄弟殺し 

イヌワシの親子（35日齢） 
2羽育った稀な例 

各地からの便り

米
代
西
部
森
林
管
理
署

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
連
絡
会
議

を
開
催

二
月
二
十
三
日
（
火
）、
秋
田
県
フ

ォ
レ
ス
タ
ー
連
絡
会
議
開
催
要
領
に
基

づ
き
、
山
本
地
区
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
連
絡

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
森
林
・
林
業
の
普
及

活
動
に
関
す
る
連
絡
調
整
や
地
域
林
業

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
森

林
管
理
署
と
地
域
振
興
局
が
年
度
毎
に

持
ち
回
り
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
年
度
は
当
署
が
担
当
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
署
長
よ
り
「
森

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
新
た

な
林
業
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国

有
林
の
み
な
ら
ず
森
林
の
多
面
的
機
能

の
持
続
的
発
揮
と
木
材
の
安
定
供
給
、

木
材
利
用
の
拡
大
に
向
け
て
国
・
県
が

相
互
に
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て
い
き

た
い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

山
本
地
域
振
興
局
か
ら
は
、
宮
崎
農

林
部
長
を
は
じ
め
森
づ
く
り
推
進
課
か

ら
課
長
外
五
名
の
出
席
が
あ
り
、
森
林

管
理
署
か
ら
は
、
首
席
森
林
官
二
名
を

含
む
当
署
六
名
と
藤
里
森
林
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
が
出
席
し
、
お
互
い
の
事
業

の
実
施
状
況
や
普
及
活
動
の
情
報
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
森
林
管
理
署
か
ら
管
内

の
概
要
を
含
め
平
成
二
十
一
年
度
事
業

の
大
ま
か
な
実
施
状
況
と
流
域
管
理
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
状
況
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
里
森

林
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
ガ
イ
ド
事
業
の
実

施
状
況
報
告
が
あ
り
、
併
せ
て
回
覧
さ

れ
た
ガ
イ
ド
事
業
の
様
子
を
撮
影
し
た

写
真
に
出
席
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

引
き
続
き
山
本
地
域
振
興
局
か
ら
も

各
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
、
ハ
ー
ド
面
で
の
事
業
の
実
施

と
と
も
に
、
指
導
普
及
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
民
国
連
携
し
た
活
動
が
米

代
川
流
域
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
男
鹿
市
ま
で
北
上

し
て
い
る
状
況
が
報
告
さ
れ
、
連
絡
を

し
っ
か
り
取
り
合
い
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
四
月
以
降
、
新
年
度
の
事

業
箇
所
や
指
導
普
及
の
日
程
が
わ
か
り

次
第
情
報
交
換
を
行
い
、
今
後
も
地
域

の
た
め
に
連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

地域林業活性化のために情報交換
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石鳥谷森林事務所は、岩手県のほぼ中央に
位置する花巻市（同市は、平成１８年１月１
日旧花巻市、石鳥谷町、大迫町、東和町が合
併し新しく誕生）の約６,０００haの国有林を
管轄しています。
市の総面積は約９０,８３２haで西部には、

奥羽山脈の渓谷沿いに湧き出る花巻温泉郷が
あり、周辺は県立自然公園に指定され、立ち
のぼる湯けむりと深山の緑、目の前を流れる
清流が情緒豊かな風景を醸し出しています。
北東部には、北上高地の最高峰であり、高山
植物の宝庫として
知られる早池峰山
（標高１,９１７
ｍ）がそびえ立ち、
ハヤチネウスユキ
ソウなどのここで
しか見られない
花々が、全国から
訪れる登山客の目を魅了しています。
また、市の中央部を流れる北上川に注ぎ込

む澄んだ河川が、私たちに水辺の恵みをもた
らし、奥羽山脈に源を発する葛丸川渓流では、
奇岩や滝などの渓谷美と釣りや紅葉、森林浴
を楽しむ場として利用されています。厳冬期
の氷柱（つらら）の太さでその年の米の作柄
を占う「たろし滝」の氷柱測定会は冬の風物
誌となっています。

さて、森林事務所
では、収穫調査業務、
民有地と国有地の境
界管理業務、森林整
備事業や松くい虫被
害木処理等の監督業
務等に加え森林環境
教育を行っていま
す。

境界管理については、国有林が奥羽山脈と
北上高地に散在しているため、管理面積の割
に境界延長が長いことと、国有林内に民有地
が点在する孕

よう

在
ざい

地
ち

が非常に多いことから事業
実行にかなりの日数を要します。また、境界
及び林班界等を熟知している職員が年々減少
していることから、今後の管理に支障を来さ
ないように主要な沢や林班界、作業道入口な

岩手南部森林管理署　

石鳥谷森林事務所　佐藤　正穂

還暦を迎える森林官のつぶやき
森林官からの投稿

どに手作りの標柱を設置して、現在位置が何
処か解るように工夫しています。
松くい虫被

害は、地球温
暖化の影響も
あってか？盛
岡市まで北上
しています。
管内の被害も
著しく、被害
木の駆除処理
の際には、民
有林と連携して流域単位で同時に実施し、駆
除効果が上がるよう取り組んでいます。
近年、森林吸収源対策としての森林整備事

業が年々増加しており、それに伴い、収穫調
査や請負事業の監督等も増えてきました。調
査や監督の際には、部内の林道、作業道、歩
道等の路網を最大限に活用して、迅速かつ効
率的に行っていますが、維持管理が必ずしも
充分であるとは言えないため少々苦労するこ
ともあります。今後も森林整備事業が増加す
ると考えられることから、また、国有林野を
適切に管理するためにも、その基盤を成す路

網の整備が急務
かと思われま
す。
森林環境教育

は、子供たちの
純粋な目を通じ
て気付き・観察
する目を養い新
たな発見から生
活力を高め、「着

眼点を褒める」ことにより個性を引き出し、
長所を延ばす効果と、国有林の良き理解者の
裾野を広げる効果、更に、地域との結び付き
と理解を深める効果があると考えており、今
後もライフワークとして積極的に取り組んで
いきたいと思います。
最後に、国有林マンとして余命一年を迎え、

これまでの経験を生かし「有終の美」を飾る
と共に、退職後は趣味である登山、山菜採り、
庭作り、木工クラフトなどを生かしたスロー
ライフを楽しみたいと考えています。

早池峰山

「たろし滝」

ハヤチネウスユキソウ

森林教室



（見所の概要）
藤里町を流れる藤琴川に沿って、県道二ツ井西目屋線を北上していくと、深く浸食された太良峡が現れ

ます。
藤琴川が深く刻んだ太良峡は、一通の滝、不動岩、仁王岩、位牌岩、犬戻渓谷など、大小さまざまな滝や

奇岩・怪岩を樹齢２００年以上の天然秋田スギ、ブナ、ミズナラ、トチノキなどが覆い、特に秋の紅葉はこ
とのほか美しい景観を見せてくれます。
また、渓流では岩盤が激流によって削られてできる円形の深いおう穴を見ることができます。
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お問い合わせ先 

藤里森林センター

〒018-3201 秋田県山本郡藤里町藤琴字大関添24-3 
電話番号：0185-79-1003 FAX：0185-79-1005

国道７号線を能代市二ツ井より県道３１７号線（西目屋二ツ井線）
を北上すること約４０分。

交通アクセス

位牌岩 おう穴


